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第４ 部 社会

学 術研 究 ネットワークだけ で なく、

商 用ISP へ の接 続 が 増加

● ●● ● ●● ● ●● ● ● ●● ●

資料4-2-17　大学､短大、

私　　　 国立　 公立　 私立　　 合計　　 昨年の同 調査からの比較 、|

大学　　99　　61　　444　　604　　18 校増加

高専　　54 ５ ３ 62　　 平成3年以来変化 なし

町1酊71 文 部省｢ 平成10 年 度学校基本調査 速報｣の資料 を元に作成

資 料4-2-18　 ネットワ ークへ の 接続先

(組織)
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町r酊71 JPNIcより提供された資料を元に作成

解 説
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文部 省の 統計 によると､ 平 成10 年 度の 凵本 の　　　 と短大 では5 ～10 ％ 程 度 の仲 びを示している。

高等 教 育 機関 数とその 国 公 私立 の 数 は、資 料

4-2-17に示 す通りである。　　　　　　　　　　　 イ ン タ ー ネ ット へ の 接 続 先

日 本の 高 等 教 育機 関 のうち、国 公 立 大学 は　　　　 以 前は 学 術研 究 ネットワークの 利用 が圧 倒 的

ほぽ100 ％が 独 自ドメイン名 を取 得して インター　　　 に多 かった が､ 最近 新しく接 続を進 めている大

ネットへ の接 続 を行っており、私立 大学 は約95 ％　　　 学 などは 、商 用の インターネットサービ スプ ロバ

が接 続を行っている。短 大は 、国立は100 ％がド　　　 イダー(ISP) の利 用も増 えているO

メイン名 を所 得してインターネット接 続を行ってい　　　　 資 料4-2-18 で 示 す 通り、最も多 い 接 続 先 は

るものの 、公 立 や 私 立で はそ れ ぞ れ 約68 ％、　　 ＳＩＮＥＴ( 学 術 情 報 ネットワーク)で､ 約500 組 織 。

約56 ％の 接続 に留 まるO 高専につ いて昨 年 度と　　　 昨 年 度 より約100 組 織 の 増 加 だ が 、こ れ は

変 化 なく、国 公 立 は100% 、私 立は66 ％が イン　　　 ＴＲＡＩＮ( 東 京 地域 アカデミックネットワーク)の運

ターネットヘ の 接 続を行 ってい るO この1 年 問 で　　　 用 停 止 に伴う移 行と、新 規 接続 の増 加 による。

インターネット接続 は84 組 織 前後 も増加し、大 学　　　 ２番目はＯＣＮの 約140 組 織で､ 昨 年度 より約110

132 ◆ インタ ーネット白書' ９９

組 織 の 増 加 。 ＳＩＮＥＴと ＯＣＮにマ ルチホ ーム

接 続 を行っている組織 が 約40 組 織 あるo その 後

ＯＲＩＯＮＳ(大 阪 地域 大学 問 ネットワーク)に約70

組 織､ ＴＯＰＩＣ( 東北 学術 研 究 インターネット)に

約50 組 織 、WIDE インターネットに 約40 組 織 、

ＴＲＡＩＮに 約35 組 織､CSK 中 国･ 四国 インター

ネット)に 約25 組 織 、JOIN  (Japan Organized

InterNetwork) に 約20 組 織と続く。 ＴＲＡＩＮ の

みが 大 幅に 減少､ 他 は5 ～10 組 織の 増 加。そし

て11J( 約20 組 織) 、ＯＭＰ､QTNet､ ＴＴＮｅt(約

15 組 織 ずつ) 、MESH 、ＣＴＣ、ＤＤＩ(約10 組 織

ずつ) と商 用ISP が 続く。
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資料4-2-19　インターネット接続のための対外回線容量(1998 年)　 資料4-2-20　組織内の端末台数(1998 年)

10Mbps 以上　２％

1 OMbps 以下　２％ 64kbps 以下　１１％

128kbps 以下
２４％

256kbps 以下　６％

|rl酊71 編 集部の独自調査

２,０００台以 上　７％

1,０００台 ～1,999 台

14 ％

6 ００台～９９９台

８％

資料4-2-21　インターネット接続のための対外回線容量(1999 年)　 資料4-2-22　組織内の端末台数(1999 年)

わからない　 １％

その他　 １％

それ以上　６％
64kbps 以下　８％

イン タ ー ネ ット へ の 接 続 速 度

各 組 織 が インターネットに 接 続してい る1111線

速 度に つい ては 、令 数を 調 査 するの が 困 難 な

ため､ 昨 年度 と同 様に、独 自ドメイン 名を取 得

して インターネットに 接 続し てい る令 国 の 人 学

(人学 院 や 分 校を 含 む) と短 期 大 学 の 中 で､ サ

ーチェ ンジンおよび デ ィレ クトリサ ービ スで 検 索

できた494 校を 対 象として 電 子 メー ルもし くは

ＦＡＸによりアンケ ートを 実 施し 、その ネットワ ー

ク管 理 者･ ウェブマ スターの 回 答結 果を用 いて

傾向を 調べ ることとした。今 年 度の 有 効 回 答数

は、129件 であ る。

資 料4-2-19､4-2-20 は 昨 年 度に 調 介し た 各組

IEI 編集部の独自調査

２,０００台以上　 ９％

１,０００台 ～1, ９９９台

６％

６００台 ～ ９９９台

１４％

３００ 台 ～５９９台

12 ％

織 の インターネット接 続 のた めの 対 外 川線 容 量

と組 織内 の端 末 台 数を示している。こ れに 対し

て 今 年 度は 資tl↓2-21 、4-2-22の 様に なってい

る( 今 年 度は 、128kbps 以 上1.5Mbps 以 下 の

選 択 肢を 設け なかったため 、1つ で 衣 記されて

いる)。これらの 図 を比 較すると、今年 度 は、端

末 台 数 が300 台 未満 の組 織 が約60 ％に 至り、

昨 年度 よりも10％以 上も増 加してい るにも関 わら

ず、対 外 回 線 容 量 が128kbps 以 下 の組 織 は

35％程 度で昨 年 度とほぼ|司様 であることが分 か

る。逆 に、端 末 台 数が1000 台 以 上 の 組織 は 約

15％ で､ 昨 年 度より6％ 程 度減 少してい るにも

関 わらず､ 対 外同 線 容 叭が1.5Mbps を越 える組

1００台未満　 １０％

町r酊71 編集部の 独自調査

町1膏瓦l 編集部の独自調査

解 説

織は2 ％程 度 だが 増 加となっているO こ れらの 傾

向 からも、全 般的 に、より高 速な 速 度で のインタ

ーネット接 続 が 行 われ る様になってきていると考

えることが で きる。これ は 前述し たように 、複 数

のISP へ の接 続 により、対 外回 線 速 度が 数値 上

も増 加していることが 一閃 であろう。

(中山雅哉　 東京大学情 報基盤センター助 教授)

インターネット白書'９９ ◆1 ３３
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資 料4-2-23　 インタ ーネットの利 用目 的

電子メールを利用した
情報交換

情報処理教育での利用

学内情報の公開

情報検索

図書館業務

ネットニュースを
利用した情報交換

ネットワークの研究

その他

｜
98 ％

r丶♂♂傑9～･･･- ）・　　 、－一一ｓ　－ Ｗ;窄･ヽ －‘91 ％

言｀･^謬何縢 爽………jm･゙゙ ゙  ″`‥　7 88%

，ｍＸｕ腦再 回心 謐扈震懾　。臨域圄齟賍獣心‰ぬ二卜　 回ＪｇＱＣｉ

１Ｊ心　　　　　　　 』73

49%

･a〃S､y､J-ぶ-･,､四 ，じ.卜　 、　46%

111%

０ ２０

資料4-2-25　1Dの取得方法

入学と同時に
自動的に一括登録

申請書により
個人が申し込む

授業で一括して登録する

オンラインで

個人が登録する

特になし

その他

40 60　　　80　　　100
(％)

11rEI 編集部の独自調査
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コ3%
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訂・ly71 編集部の独自調査

資 料4-2-27　 インタ ーネットを利 用したレポ ート提出

教員や科目による

コンピュータ関係以外

の授業でも可能

コンピュータ関係の
授業は可能

解 説

全科目可能

不可

その他

]71％J・　　　　 、　 、，1瞳,・ ，ｇ 怎 、‘″、

5％
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町1酊71 編 集 部 の 独 自調 査

学 生 の 利 用と ガ イ ダ ン ス

資 料4-2-23にも示した 様 に、インターネットの

利 川|| 的に｢ 情 報 処理 教 育で の利 月｣｣を挙げ る

大 学 などは90 ％ 以 十｡。ID の 取 得 資 格( 複 数 川

答可) は 、資料4-2-24に示 す 様 に､｢ す べ ての 在

校生｣ が78％ で汀 一 部 の学 部 、学 科、科 日｣ を

加えると、90％ 以ll が インターネット利 川 可 能 。

｢そ の他｣ の 利 用 資格 は、研 究 生 や聴 講生 、公

開､溝座の 受 講生 など で､ い ず れも｢資 格 発行 者

の 許 叮により可 能｣ というヶ－ スが多 い。資 料に

はないが､ 利 用ID の 卒 業 後の 措 置は､『 兮:業と

同|時に使 用 できなくなる』(60％) や｢ 卒 業後 、 ・

定 期問 をおい て 使 用 できなくなる｣(29 ％) が 圧

１３４ ◆ インターネット白 書･ ９９

入学時にID 一括登録、

卒業とともに停止の傾向

資料4-2-24　インターネット利用可能IDの取得資格

すべての在校生

一部の学部、学科、科目

3年生以上

大学院生

教員

職員

その他

､､x湎i-　..､､､3.｡、 庖1､.､!　　　　　　　ら二び．　　　　　　｜
78 ％

12％

]1％

11 ％

し网匹ぅ 図゙形ぶ 四゙回　卜天゛゙ ゛ ゜　　52%

６.－。　　134

ョ112%

※｢4年生以上｣｢2年生以　0　　10　20　30　40　50　60　70　80
上｣はO％なので割愛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( ％)

町i酊71 編集部 の独自調査

資 料4-2-26　 カ リキ ュラ ム へ の 組 み 込 み 方

必須科目として
組み込んでいる

選択科目として
組み込んでいる

希望者のみ

組み込んでない

０ 10　　20　　30　　40　　50　　60

( ％)

EIEI 編集 部 の 独 自調 査

資料4-2-28　 インターネット利 用 のガ イダン ス方 法

講義の中で行う

セミナーや
オリエンテーション

オンラインで提供

相談員

学内情報誌や
パンフレット

市販のガイドブックを
使っている

その他

倒 的O ID の 取 得 方 法は 、資 料4-2-25に示 す 様

に､｢ 人 学と同 時に 自 動 的に･ 括登 録｣(53%)

が 雌も多 く、｢申 請 書により佃 人が 申し 込 む｣

(49%) 、｢授 業 で 一一括して 登 録 する｣(19%) が

これに 次く1 昨年 度と比 較すると､｢ 人学と同時

に 自 動 的にｰ･ 括 登 録｣ が 約18 ％ 増 加O 資 料 に

は ない が､ 学 生 に対 する端 木の 配 布は､｢ 配 布

してい ない｣(78%) が 人ｔ 。学 生 の インターネ

ットへ の 利 用 は｢ 無 料｣(94 ％) が 圧 倒 的 だ が

｢ 有料｣(6 ％) もあり、理[||として｢ 個 人ID 、パス

ワード 竹理 を 意識 させるた め｣ と、教 育 的 効 果

を考 慮している 例もある。

カリキュラムへ の組 み 込 み方 は、資 料4-2-26

’`` ’`　　　　　　　　　　　 ｜

50 ％
75%

叭　 。 節ぶ゙ 卜｀゚‘　 剱宍卜 ，　32 °/(

]31 ％

％

回箍§額恥吊卜門心詐^ 卜回卜 ゛

二、 。重岔… ……12xq

㈱

二コ9%
0　　10　20　30　40　50　60　70　80

(％)

＼ftW ＼編 集 部 の 独 自 調 査

に 示 す様 に､｢ 選択 科[] として｣(53%) が､｢ 必須

科[| として](48%) を 若干｣1111 る。インターネッ

ト利 川によるレポ ート提 出 は、資 料4-2-27に 示す

ように｡｢ 教 竹や 科 目による｣(71%) という回 答が

大 半。だ が､ レポートの 提 川が 可 能 なのは､｢ コ

ンピュ ータ関 係 の授 業｣ で あるか 否 かに 関 わら

ず( 共 に16%) 、｢全 科 凵可 能｣(7 ％) という組 織

もある。このた め、資 料 にはない が､88 ％ の 組

織 は インター ネット利 用 のガイダンスを 行ってお

り、行 ってい ない組 織 は9 ％に すぎない。ガイダ

ンスの 方 法 につ いては 、資 料4-2-28に示 す よう

に､｢ 講義 の 巾 で 行 う｣(75%) や｢ セミナーや オ

リエ ンテーション｣(50 ％) が 多い 。
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資料4-2-29　 利 用 できるネットワークサービ ス

電子メール

ＷＷＷサーバー

メーリングリスト

イントラネットに

よる学内情報の提供

telnet

ダイアルアップ
IP接続

FTP サーバー

NetNews
サーバー

gopher サーバー

その他

3％

殆

゛m ヮ゛″゙・゛゙ ･-y、l 一^．,･や匹^ ″゙ ’ﾜｱ呷･ 呷皿19

'皿 i㎜ ㎜ i皿 皿93
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ｓ畆丿縊　・･,、・　 、･,.゙`゙ JR∠1q4
¬

゛゙ ’　　　　158%
｜

’`　　　　　　　　 ・nnm
二

％-

･47 ％
皿 翩

二Z]8%

L^8%

肢諞i皿

０ 2０ 4０ ６０ 80　　100

( ％)

酊1■y71 編 集部の独自調査

資料4-2-31　組織のＷＷＷサーバーで提供されている情報

学部・学科紹介

入試情報

大学の沿革

学校の
ホームページ

カリキュラム内容

研究室の研究内容

図書館の蔵書検索

就職・求人情報

講義の内容・
提出課題など

1％♂ｊＪ､，． ．．．、　 。．．）．ｔＸ Ｉに...　　 ）･･　 、ヽぶ．’ｌｎ

皿 矗
，

､、　　　　　　 ｌ ｎ ごn/
-

・･､・冫　　　八　　 ，　　♂　　　ｌｈｉ啜1

59 ％

58 ％

り4r 岬･冫゙ ゛ ｀ ｀ ゛,`、 ＾ｙ 、 ゛

-

･14R

40 ％

宍罕ｇ
♂ ／ 　 ｀ ｀ 　 二

‥‥‥‥23 ％ぎ

T7 ¬m  i6%

20 40 60　　　80　　100
( ％)
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利 用 できる サービ スに つい ては 資 料4-2-29に

示 す 様 に､｢ 電 子 メール｣(９６％) 、｢Ｗ Ｗ Ｗサ ー

バー｣(93%) が 圧 倒的に 多く､｢メーリングリスト｣

(65%) 、｢イントラネットによる学 内 情 報 の 提 供｣

(64%) 、と続く。学 生 の ホームペ ージ 闘､没は 、

資 料4-2-30に示 す 様に 、条件 つきを 含 めて59 ％

程度 が可 能だ が｡ 昨 年 度 の72 ％ からは13 ％ 程

減 少｡｢ 個 人ペ ージは学 内 の みで 開 設可 。サー

クルや団 体､ ゼミなどは学 外 でも開 設III｣といっ

た 川 答が 多い 。学生 個 人 のペ ージは 学内 向 け

に 教育[] 的 で 利 川し 、研 究 や学 内 活 動 など 対

外 的 に広 報 す る内 容とは 分 離して扱 われて い

ると考 えられるO

資料4-2-30　学生ホームページ開設の可否

学年によ ってできる

２％
学部、学科によってできる

１４％
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資料4-2-32　 インターネット利 用 の 今後 の課 題

データや情報のセキュリティ

通信速度が遅い

通信費用がかかりすぎる

新しい技術やソフトウェアが

次々に登場し利用者が追いつけない

プライバシーが守りにくい

アダルトのような
アングラ情報が蔓延している

ウェブサイト( ホームページ) の情報が

信用できるかどうかわからない

欲しい情報が少ない、
探しにくい

操作が煩雑すぎる

プロバイダーのサポートが悪い

その他

わからない

資料にはないが､ 糾織独自のＷＷＷサーバ

ーは汀 公開している｣(92％)や｢公開に向けて

準備中｣(4％)が人部分。資料4-2-31に示す様

に、公開しているサーバーで｢学部･ 学科紹介｣

や｢人試情報｣丁大学の沿革｣など受験生を対

象とした広報内容を提供している組 織が85％

以|二を占める。資料にはないが、問い 合わせ

の窓口も｢電子メールによる窓口がある｣(71%)

や｢ウェブによる窓囗がある｣(30％)が増加。

イン タ ーネット利 用 の今後 の課 題

今後の課題で最も多かったのは、資料4-2-32

の通り汀データや情報のセキュリティ｣(71%) 。
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解 説

学内の利川者にはモラルを含めた教育体制を

確･Xし、不正アクセスに対しては定常的なセキ

ュリティ対 策を施すことが必要であろう。各組

織におけるネットワーク運営と竹理は95％が学

内で 行われているが､ 学内での連絡対応体制

の確立とともに 必要であれば外部の･ぷ門家な

どを交えた対応の検討を進めることも収要と考

える。次いで多かったのは｢通信速度が遅い｣

(49%)､F 通信費川がかかりすぎる｣(45%) とい

う課辿 だが､ これらは利川環境とコストに関す

る課題が挙げられている。

(中山 雅哉 東京大 学情報基盤 センター助 教授)

インター ネット白 書' ９９ ◆ １３５
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